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身のまわりのものから取り出せる結晶性物質に関する教材開発（₂）
Development of Teaching Material of Crystal Substances Extracted from Commodities（Ⅱ） 
-Focusing on Organic Compounds in Foods -


































































社 製 の SMART APEX II で、Mo Kα（λ = 0.71073 
Å）を X 線源として単結晶を23℃で測定した。構
造 解 析 の 結 果 を、CrystalMaker Software 社 製 の
CrystalMaker® 9.2により結晶構造を可視化した。図














る。図₁(b) は、N(1)–H(5)…O(3) の水素結合（1.93 Å）
で b 軸方向に形成される一次元鎖状ネットワークで
あり、隣の鎖と N(1)–H(7)…O(1) の水素結合（2.06 Å）
により結合して、a軸とb軸との間に広がる二次元シー
ト状ネットワークを形成している（図₁(c)）。さらに、








図₂(a) の1H- NMR スペクトルでは、₂つのメチレ




の大きなピークは、溶媒の D2O に含まれる H2O のプ
ロトンである。なお、アミノ基のプロトンのピークは、
溶媒の D2O との化学交換によって消失している。
図₂(b) の13C- NMR スペクトルでも、₂つのメチレ















ま た、 こ の 結 晶 の 元 素 分 析 を 行 い、CHN の 質
量 ％ を 測 定 し た と こ ろ、1.2130 mg 中 で そ れ ぞ
れ C 19.262 ％、H 5.652 ％、N 11.026 ％ で あ り、 理






















える。これに10 mL の₃mol/L HCl を加えて放
置すると、タンパク質が沈殿するので、濾過し
て除去する。
③　強酸性陽イオン交換樹脂（H 形、ダウエックス TM 
50W ×4　100－200 メッシュ）100 mL をカラムに充
填し、以下のようにコンディショニングを行う13）。
（1）2 mol/L HCl を過剰量流し、その後蒸留水を
過剰量流す。次に2 mol/L NaOH を過剰量流
し、蒸留水を過剰量流す。これを2 ～ 3回繰り
返す。
（2）2 mol/L NaCl を過剰量流して Na 形にしたあ
と、蒸留水で Cl- が検出されなくなるまで洗
浄する。Cl- の検出は₅% AgNO3 により行う。










る。展開液を約10 mL ずつ分取し、TLC（Silica 



















20 g のかつお節から得られたタウリンは11 mg で

















行った。CHN の質量％は、1.0062 mg 中でそれぞれ

























































































レーズン2 g（₈粒程）を60 ～ 80℃の水道水10 mL
中で粗く潰しながら酒石酸を抽出した。レーズンを
潰すには、すり鉢と擂粉木を用いた。これを濾過し








ま た、 こ の 結 晶 の 元 素 分 析 を 行 い、CHN の 質
量％を測定したところ、0.9643 mg 中でそれぞれ
C 18.687％、H 4.789％、N 0.00％であり、理論値の
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